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染
リ
ス
ク
は
極
め
て
低
い
と
さ
れ
て
い

る
。
告
別
式
や
火
葬
に
際
し
て
は
、
事

業
者
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
感
染
防
止
対
策

が
分
か
り
や
す
く
整
理
さ
れ
て
お
り
、

県
民
に
も
参
考
と
な
る
よ
う
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

障
が
い
が
あ
る
こ
と

を
理
由
に
保
育
所
に

入
所
で
き
な
い
こ
と

が
な
い
よ
う
、
県
は

ど
の
よ
う
に
障
が
い
保
育
を
担
う
人
材

の
確
保
を
進
め
る
の
か
。

Ａ　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
受
け
入

れ
は
、
障
が
い
特
性
を
理
解
し
た
う
え

で
、
個
々
の
発
達
の
状
態
に
応
じ
た
保

育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
材
が
必

要
。
県
は
人
材
育
成
の
た
め
、
平
成
30

年
度
か
ら
障
が
い
児
分
野
の
研
修
を
実

施
。
２
年
間
で
２
０
７
０
人
を
育
成
し

た
。
併
せ
て
障
が
い
児
の
状
況
に
応
じ

た
保
育
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
村

に
対
し
、
保
育
所
に
お
け
る
加
配
へ
の

取
り
組
み
を
働
き
か
け
る
。

次
期
「
福
岡
県
農
林

水
産
振
興
基
本
計

画
」
で
、
県
の
食
料

自
給
率
の
具
体
的
目

標
を
掲
げ
る
の
か
。
食
料
自
給
率
向
上

へ
の
具
体
的
施
策
は
。

Ａ　

国
内
で
は
農
林
水
産
物
が
自
由
に

流
通
す
る
こ
と
か
ら
、
県
で
設
定
す
る

意
義
は
低
い
と
考
え
る
。
次
期
基
本
計

画
で
も
設
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
も
、県
が
育
成
し
た
米
の「
実

り
つ
く
し
」
な
ど
の
優
良
品
種
等
の
普

及
、
ハ
ウ
ス
施
設
・
高
性
能
機
械
の
導

入
に
よ
る
生
産
力
の
強
化
、
担
い
手
の

育
成
・
確
保
な
ど
を
生
産
者
や
関
係
団

体
と
一
体
と
な
り
進
め
て
い
く
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
食
料
自
給
率
向
上
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
け
る
高
齢
化
、
非

居
住
化
な
ど
を
背
景

に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
適
正
化
法
が
改
正
さ
れ
、
管
理
計
画

認
定
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
今
後
の
県

の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

管
理
計
画
認
定
制
度
で
は
、
管
理

組
合
の
運
営
状
況
や
長
期
修
繕
計
画
の

内
容
な
ど
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

制
度
の
普
及
は
既
存
マ
ン
シ
ョ
ン
の
流

通
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

市
の
区
域
に
つ
い
て
は
市
が
認
定
を
行

う
こ
と
か
ら
、
市
町
村
連
絡
会
議
等
を

通
じ
、
制
度
の
意
義
等
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
管
理
適
正
化
推
進
計
画
の
策

定
を
助
言
し
て
い
く
。

が
ん
患
者
の
悩
み
に

対
し
て
医
学
的
・
技
術

的
・
心
理
的
に
支
援
す

る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ

ア
の
助
成
事
業
を
後
押
し
す
べ
き
だ
。

Ａ　

先
月
開
催
し
た
「
福
岡
県
が
ん
診

療
連
携
協
議
会
」
の
相
談
支
援
部
会
で

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
関
す
る
協
議
を

行
い
、
患
者
へ
の
情
報
提
供
の
方
法
、

患
者
が
相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
等

の
課
題
が
出
さ
れ
た
。
県
は
こ
う
し
た

課
題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
患
者
の

経
済
的
な
負
担
軽
減
な
ど
も
含
め
、
今

後
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
等
の
関
係
者

と
検
討
し
て
い
く
。大

人
が
担
う
よ
う
な

家
族
の
介
護
や
世
話

を
無
償
で
行
う
18
歳

未
満
の
子
ど
も
を
指

す
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
を
支
援
す
る

た
め
、
県
民
全
体
に
概
念
の
周
知
を
。

Ａ　

昨
年
、市
町
村
に
対
し
、要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
を
構
成
す
る
関
係

機
関
に
概
念
の
周
知
を
図
る
よ
う
通

知
。今
年
は
、学
校
へ
の
出
席
状
況
、家

族
へ
の
介
護
な
ど
、子
ど
も
と
関
わ
る

際
に
留
意
す
べ
き
項
目
を
ま
と
め
た
国

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
活
用
を
促

し
た
。
今
後
、
早
期
発
見
、
早
期
支
援

に
つ
な
げ
る
た
め
市
町
村
職
員
な
ど
に

周
知
を
図
る
。
ま
た
、
県
民
に
対
し
て

も
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
町
村
の
広

報
誌
等
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
同
時
流
行
に
備

え
た
受
診
手
続
き
の

変
更
に
つ
い
て
。

Ａ　

現
在
の
体
制
に
加
え
、
発
熱
患
者

等
は
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ

ー
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
、
か
か
り
つ

け
医
等
の
医
療
機
関
に
電
話
相
談
し
、

そ
の
医
療
機
関
が
、
県
が
指
定
す
る
医

療
機
関
で
あ
れ
ば
そ
こ
を
受
診
し
て
い

た
だ
き
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
案
内
さ

れ
た
指
定
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
際
、
指
定
医

療
機
関
の
情
報
に
つ
い
て
、
地
域
の
医

療
機
関
の
間
で
随
時
共
有
し
て
お
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。令

和
２
年
７
月
豪
雨

の
避
難
者
の
住
宅
復

旧
の
費
用
支
援
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
支
援
策
で

は
、
住
宅
が
全
壊
・
流
出
な
ど
を
対
象

と
し
て
最
長
２
年
間
、
応
急
仮
設
住
宅

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今

年
７
月
か
ら
、
住
家
が
半
壊
し
応
急
修

理
を
行
う
場
合
、
原
則
６
カ
月
以
内
で

応
急
仮
設
住
宅
を
提
供
で
き
る
よ
う
制

度
が
改
善
さ
れ
た
。
住
宅
を
応
急
修
理

す
る
人
に
は
、
災
害
救
助
法
に
よ
る
費

用
負
担
の
軽
減
も
行
っ
て
い
る
。
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
く
支
援
金

の
支
給
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
活
用

し
、
生
活
の
再
建
が
進
ん
で
い
く
よ
う

支
援
を
続
け
る
。

ゴ
ル
フ
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
と
学
校
に

お
け
る
ゴ
ル
フ
部
創

設
に
つ
い
て
。

Ａ　

本
県
で
は
、
国
内
メ
ジ
ャ
ー
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
観
客
や
マ
ス
コ
ミ
、
大
会
関
係

者
が
来
訪
し
、
県
内
で
の
宿
泊
や
、
本

県
農
林
水
産
物
、
特
産
品
の
提
供
、
販

売
な
ど
地
域
活
性
化
に
資
す
る
。
ゴ
ル

フ
は
、「
正
直
さ
」
や
「
判
断
力
」
等

の
育
成
に
適
し
て
い
る
と
認
識
。
子
ど

も
た
ち
が
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
総
合

運
動
部
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
各
競
技
団
体

が
実
施
す
る
体
験
教
室
等
の
情
報
提
供

に
努
め
て
い
く
。

市
町
村
と
連
携
し
た

防
災
意
識
の
普
及
啓

発
に
つ
い
て
。

Ａ　

住
民
の
防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
る

に
は
、
身
近
な
存
在
で
あ
る
市
町
村
に

よ
る
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
が
不
可

欠
。
県
で
は
副
市
町
村
長
会
議
等
を
通

じ
、
避
難
訓
練
や
防
災
教
育
の
実
施
を

促
す
と
と
も
に
、
市
町
村
と
共
催
で
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
防
災
講
座
な
ど
を

実
施
。
今
年
度
か
ら
は
地
域
の
自
主
防

災
組
織
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防
災

士
を
養
成
す
る
研
修
事
業
を
実
施
す

る
。
今
後
、
市
町
村
に
対
し
防
災
リ
ー

ダ
ー
や
自
主
防
災
組
織
の
積
極
的
な
活

用
を
促
し
て
い
く
。コ

ロ
ナ
禍
で
、
顕
在

化
さ
れ
て
い
な
い
Ｄ

Ｖ
被
害
が
懸
念
さ
れ

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

す
る
な
ど
、
Ｄ
Ｖ
相
談
体
制
を
強
化
し

て
は
ど
う
か
。
被
害
者
が
自
立
す
る
に

は
、
住
宅
確
保
と
、
生
活
を
支
え
る
た

め
の
就
労
支
援
・
職
業
訓
練
な
ど
が
重

要
で
あ
る
が
、県
の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
は
、
ス
キ
ル
を
持
っ

た
相
談
員
の
養
成
、
ア
ク
セ
ス
が
集
中

し
た
場
合
の
対
応
な
ど
を
考
慮
す
る
こ

と
が
必
要
。
国
の
検
証
等
そ
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。
自
立
支
援
は
、

県
営
住
宅
の
一
時
入
居
、
求
人
や
職
業

訓
練
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、
保
育
所

の
入
所
手
続
き
の
支
援
な
ど
行
っ
て
い

る
。

農
林
水
産
部
緊
急
雇

用
基
金
事
業
の
訴
訟

で
、
最
高
裁
へ
の
上

告
で
は
何
を
争
点
と

す
る
の
か
。
受
託
事
業
者
か
ら
返
還
さ

れ
て
い
な
い
委
託
費
が
、
国
に
は
返
還

し
た
と
な
っ
て
い
る
の
は
不
正
で
は
。

係
争
と
は
関
係
な
い
予
算
執
行
に
つ
い

て
で
あ
り
、
回
答
を
求
め
る
。

Ａ　

控
訴
審
判
決
の
「
緊
急
雇
用
基
金

事
業
で
は
、
採
用
時
に
失
業
者
で
あ
れ

ば
誰
で
も
雇
用
で
き
、
そ
の
人
件
費
は

事
業
の
対
象
と
な
り
う
る
」
と
の
解
釈

は
、
国
の
事
業
趣
旨
を
踏
ま
え
な
い
不

当
な
も
の
と
考
え
、
上
告
し
た
。
国
へ

の
返
還
金
は
、
国
と
協
議
の
上
正
し
く

支
払
っ
て
い
る
が
、
係
争
中
の
案
件
で

詳
細
の
答
弁
は
控
え
た
い
。

八
女
茶
の
輸
出
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

Ａ　

県
は
こ
れ
ま
で
、
各
国
の
バ
イ
ヤ

ー
が
集
ま
る
香
港
で
の
茶
の
展
示
商
談

会
に
出
展
。
ま
た
、
欧
州
の
バ
イ
ヤ
ー

を
招
へ
い
し
、
輸
出
向
け
の
茶
園
や
加

工
施
設
の
視
察
等
を
実
施
し
た
。
英
独

仏
の
茶
専
門
店
等
に
八
女
茶
の
常
設
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
輸
出
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
バ
イ
ヤ
ー
招
へ
い
や
対
面
式
の
商

談
が
実
施
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
今
後

は
ウ
ェ
ブ
で
の
商
談
を
活
用
し
輸
出
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
家
数
の
減
少
な
ど

を
背
景
に
全
国
的
に

普
及
指
導
員
の
数
は

減
っ
て
い
る
中
、
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
は
、
経
営
規

模
の
拡
大
や
法
人
化
に
よ
る
担
い
手
の

経
営
力
強
化
に
向
け
た
経
営
指
導
な

ど
、
重
要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、

近
年
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
普
及
な
ど
役
割
は
ま
す

ま
す
多
様
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
担
い

手
の
経
営
発
展
段
階
と
状
況
に
応
じ

た
、
き
め
細
か
な
指
導
が
求
め
ら
れ
る

な
ど
、
重
要
性
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る

と
考
え
る
。

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
た
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
技
術
の
行
政

活
用
と
産
業
振
興
に

つ
い
て
。

Ａ　

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
は
高
度
情
報

化
社
会
を
支
え
る
基
盤
技
術
で
あ
り
、

金
融
・
証
券
な
ど
様
々
な
分
野
で
実
証
・

検
討
が
進
ん
で
い
る
。飯
塚
市
で
は
、住

民
票
等
の
証
明
書
の
電
子
交
付
を
行
う

実
証
事
業
を
開
始
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

実
証
結
果
や
国
の
動
向
に
つ
い
て
情
報

収
集
し
行
政
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
同
市
に
は
技
術
の
研
究
・
開
発
を

牽
引
す
る
大
学
や
企
業
が
あ
り
、
シ
ス

テ
ム
開
発
を
支
え
る
技
術
者
の
育
成
も

含
め
、
本
県
の
強
み
を
活
か
し
市
と
も

連
携
し
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興
を
図
る
。

公
明
党

松下 正治
（北九州市八幡西区）

西尾 耕治
（糟屋郡）

大田 京子
（福岡市南区）

山本 耕一
（北九州市若松区）

高橋 雅成
（福岡市博多区）

大塚 勝利
（福岡市東区）

緑
友
会

永川 俊彦
（大牟田市）

神﨑 　聡
（田川郡）

椛島 德博
（柳川市）

立川 由美
（福岡市東区）

日
本
共
産
党

真
政
会

古川 　忠
（福岡市早良区）

野田 稔子
（八女市・八女郡）

慈
正
会

福
尽
会

吉田 浩一
（福津市）

政
義
会

髙橋 義彦
（飯塚市・嘉穂郡）


